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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関係 
本標準は、1999 年 3 月の ITU-T SG11 会合において承認された ITU-T 勧告 Q.2965.1 に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 

なし。 

 

2.2 ナショナルマター項目 

なし。 

 

2.3 その他 

なし。 

 

2.4 原勧告と章立ての構成比較 

変更なし。 

 

３．改版の履歴 

版数 制定日 改版内容 

第 1 版 2000 年 4 月２０日 制 定 

 
４．工業所有権   

  本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧にな

れます。 

 
５．注意事項 

なし。 
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１．規定範囲 

標準JT-Q2965.1は、ディジタル加入者線信号方式No.2(DSS2)によるTTC標準JT-I413[10]
で定義されるＴB参照点、またはＳＢ及びＴＢが一致する参照点における、広帯域ISDN(B-ISDN)
用のサービス品質表示のサポートを規定対象とする。本標準は、サービス品質(QoS)をサポー
トするために必要なDSS2プロトコルフォーマット、手順を定義している。 
本標準はTTC標準のDSS2標準群の一部である。本標準はJT-Q2931[2]におけるサービス品

質パラメータ情報要素を、明確なQoSクラス表示が可能となるように、修正したコーディング
を規定する。（TTC標準JT-I356[1]参照） 

 

２．参考文献 
以下のTTC標準とその他の参考文献は、本標準中で参照されることにより本標準の一部を構

成する。ここでは、本標準が制定された時点での有効な版数を示しているが、すべての標準や

勧告および参考文献は改訂されうる。そのため、本標準の利用者は、以下に示した参考文献の

最新版を参照すべきである。現在の有効なTTC標準及びITU-T勧告の一覧は定期的に出版され
ている。 

 
[1] TTC標準JT-I356：広帯域ISDNのATMレイヤセル転送性能 

[2] TTC標準JT-Q2931：広帯域ISDN(B-ISDN)ユーザ・網インタフェース レイヤ3仕様 基本呼／コネク

ション制御 

[3] TTC標準JT-Q2971：広帯域ISDN(B-ISDN)DSS2ユーザ・網インタフェース ポイント・マルチポイン

ト呼／コネクション制御 

[4] TTC標準JT-Q2961.2：広帯域ISDN(B-ISDN)ディジタル加入者線信号方式 No.2(DSS2)広帯域伝達能力

情報要素におけるATM転送能力の提供 

[5] TTC標準JT-I371：広帯域ISDNにおけるトラヒック制御と輻輳制御 

[6] TTC標準JT-Q2961.3：広帯域ISDN(B-ISDN)ディジタル加入者信号方式 No.2(DSS2)追加トラヒックパ

ラメータ：ABR ATM転送能力サポートのための信号能力 

[7] ITU-T勧告Q.2961.4：B-ISDN DSS2 Additional traffic parameters : Signalling capabilities to support 

traffic parameters for the ATM Block Transfer(ABT) ATM transfer 

capability. 

[8] TTC標準JT-Q2961.6：広帯域ISDN(B-ISDN)ディジタル加入者信号方式 No.2(DSS2)追加トラヒックパ

ラメータ：SBR2およびSBR3 ATM転送能力サポートのための信号能力 

[9] TTC標準JT-Q2934：広帯域ISDN(B-ISDN)ディジタル加入者信号方式 No.2(DSS2) 交換型バーチャル

パス能力 

[10] TTC標準JT-I413：広帯域ISDNユーザ・網インタフェース規定点及びインタフェース構造 

 

３．定義 
TTC標準JT-Q2931[2]付属資料Ｊの定義が適用される。TTC標準JT-I356[1] 8章における

QoSクラスの定義を加えて適用する。 
 

４．略語 
TTC標準JT-Q2931[2]付属資料Ｊの略語が適用される。本標準の目的のために、以下の略語
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を加えて適用する。 
 

ABR Available Bit Rate アベイラブルビットレート 
ABT-DT ATM Block Transfer with Delayed Transmission  遅延転送による 
  ATMブロック転送能力 
ABT-IT ATM Block Transfer with Immediate Transmission 即時転送による 
   ATMブロック転送能力 
ATC ATM Transfer Capability  ATM転送能力 
BTC Broadband Transfer Capability 広帯域転送能力 
DBR Deterministic Bit Rate ATM transfer capability 確定ビットレートATM転送能力 
FR Frame Relay フレームリレー 
MBS Maximum Burst Size 最大バーストサイズ 
MCR Minimum Cell Rate  最小セル速度 
RM Resource Management リソース管理 
PCR Peak Cell Rate ピークセルレート 
SBR  SBR configuration 1 ATM transfer capability SBR(統計ビットレート)  
   ATM転送能力 
SBR2 SBR configuration 2 ATM transfer capability SBR構成2 ATM転送能力 
SBR3 SBR configuration 3 ATM transfer capability SBR構成3 ATM転送能力 
SCR Sustainable Cell Rate サステナブルセルレート 
 

５．概要 
本標準は、TTC標準JT-I356[1]において定義されたサービス品質(QoS)クラスの表示を可能

とするために、TTC標準JT-Q2931[2]により規定されたサービス品質(QoS)パラメータ情報要素
のコーディングの改版について、規定する。 

 
新しいATMコネクション（VP、もしくはVC）を設定する際、発信ユーザは、表1/JT-Q2965.1

で示される中から、QoSクラスを指定して送信できる。コネクションが設定される時、網は着
信ユーザに向かって呼の設定を進め、要求されたQoSクラスをサポートすることを受け付ける。
網は要求されたQoSクラスをサポートできない場合、網は呼を解放しなければならない。ユー
ザがトラヒック契約に従う限り、網は呼が存在する間要求されたQoS特性をサポートしなけれ
ばならない。（JT-I356[1] 8章参照） 

 
本標準は、JT-Q2961シリーズにおいてQoSクラスの値を 0とし、さらにQoSクラスは広帯

域伝達能力情報要素とATMトラヒック記述子情報要素において選択されたパラメータにより
暗黙的に要求されることに対して、呼を設定する際にQoSクラスが明示的に要求されるように、
JT-Q2961シリーズにおいて記述される能力を拡張する。 

 
６．運用上の要求条件 
6.1 サービス提供／取り消し 

QoSクラス表示は、本標準の規定に従いユーザによって信号メッセージの中に含まれなけれ
ばならない。 

 
6.2 発側の網に対する要求条件 

９章に従った手順が適用される。 
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6.3 着側の網に対する要求条件 

９章に従った手順が適用される。 
 

７．プリミティブ 
本能力のサポートのために必要とされる新規プリミティブはない。 
 

８．コーディング要求条件 
8.1 サービス品質パラメータ 

サービス品質(QoS)パラメータ情報要素の目的は、網により提供されるQoSクラスの要求を
表示することである。サービス品質パラメータ情報要素の整合性確認に関しては、付属資料

B/JT-Q2931[2]において記述される。 
 
サービス品質パラメータ情報要素は、図8-1/JT-Q2965.1と表8-1/JT-Q2965.1に示されるよ

うにコード化される。この情報要素の最大長は6オクテットである。 
 

                                       ビット                          オクテット 

8 7 6 5 4 3 2 1  

サービス品質(QoS)パラメータ 

0 1 0 1 1 1 0 0 
1 

1 情報要素動作指示フィールド 

拡張 
コーディング 

標準 フラグ 予約済 情報要素動作内容 
2 

  3 

 
QoSパラメータ内容長 

 4 

順方向QoSクラス 5 

逆方向QoSクラス 6（注） 

 
図8-1/JT-Q2965.1 サービス品質(QoS)パラメータ情報要素 

（ITU-T Q.2965.1） 

 
注－ポイント・マルチポイントコネクションの場合、意味を持たない。（JT-Q2971[3]） 
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表8-1/JT-Q2965.1 サービス品質(QoS)パラメータ情報要素 

 (ITU-T Q.2965.1) 

 

順方向QoSクラス（オクテット5） 

ビット 

8 7 6 5 4 3 2 1 
0 0 0 0 0 0 0 0 QoSクラス指定なし（注１） 
0 0 0 0 0 0 0 1 クラス1(厳格なクラス)（注２） 

0 0 0 0 0 0 1 0 クラス2(トレラントクラス)（注２） 
0 0 0 0 0 0 1 1 クラス3(バイレベルクラス)（注２） 
0 0 0 0 0 1 0 0 Uクラス（注２） 
1 1 1 1 1 1 1 1 QoSパラメータを将来表示するために予約されている（注３） 

上記以外      予約済み 

逆方向QoSクラス（オクテット6） 

ビット 

 

8 7 6 5 4 3 2 1 
0 0 0 0 0 0 0 0 QoSクラス指定なし（注１） 
0 0 0 0 0 0 0 1 クラス1(厳格なクラス)（注２） 

0 0 0 0 0 0 1 0 クラス2(トレラントクラス)（注２） 
0 0 0 0 0 0 1 1 クラス3(バイレベルクラス)（注２） 
0 0 0 0 0 1 0 0 Uクラス（注２） 
1 1 1 1 1 1 1 1 QoSパラメータを将来表示するために予約されている（注３） 

上記以外      予約済み 

 

注1－使用する場合、網は広帯域伝達能力に示される要求と整合し、矛盾のないサービス品質を提
供し、保証しなければならない。このケースでは、提供されるQoSは要求されたATMトラ
ヒック記述子に関連付けられた、暗黙的に要求されたQoSクラスとなる。（たとえば、TTC
標準 JT-Q2961.2[4]、 TTC標準 JT-Q2961.3[6]、 ITU-T勧告 Q.2961.4[7]、 TTC標準
JT-Q2961.6[8]、もしくはTTC標準JT-Q2934[9]参照） 

注２－このQoSクラスは、TTC標準JT-I356[1]において定義される。 

注３－この値は、JT-Q2931[2]の初版に対する整合性を保つために予約される。 
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９．ＳＢ及びＴＢ一致参照点における信号手順 
TTC標準JT-Q2931[2]の５章で定義付けられている基本呼/コネクション制御手順が適用さ

れる。以下の節では、QoSクラス（TTC標準JT-I356[1]参照）の信号を扱うための追加手順の
みを記述する。 

 
9.1 発側インタフェースにおける呼/コネクション設定 

JT-Q2931[2]の5.1.3節における手順は、以下の追加手順により修正され、適用される。 
 
「呼設定」(SETUP)メッセージにおける広帯域伝達能力情報要素、ATMトラヒック記述子

情報要素、およびQoSパラメータ情報要素に示されるパラメータは、整合がとれていなければ
ならない。付属資料A/JT-Q2965.1は、ベアラクラス、広帯域転送能力、ATMトラヒック記述
子パラメータ、およびQoSクラスの有効な組み合わせを示す。 

 
順方向QoSクラスと逆方向QoSクラスは同一でなければならない。 
 
網は、トラヒックパラメータの有効な組み合わせで、網が提供できないQoSクラスを含む「呼

設定」(SETUP)メッセージを受信した場合、網は理由表示#49“サービス品質利用不可”を含
む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返信し、呼を拒否しなければならない。 

 
タギングフィールドを除くトラヒックパラメータとQoSクラスの組み合わせが、付属資料

A/JT-Q2965.1に規定された有効な組み合わせではない「呼設定」(SETUP)メッセージを受信
した場合、理由表示#73“トラヒックパラメータの組み合わせが未サポート”を含む「解放完
了」(REL COMP)メッセージが返信されなければならない。 

 
9.2 着側インタフェースにおける呼/コネクション設定 

5.2.4節/JT-Q2931[2]と付属資料B.3.2節/JT-Q2931[2]における手順は、以下の追加手順によ
り修正され、適用される。 

 
「呼設定」(SETUP)メッセージにおける広帯域伝達能力情報要素、ATMトラヒック記述子

情報要素、およびQoSパラメータ情報要素に示されるパラメータは、整合がとれていなければ
ならない。付属資料A/JT-Q2965.1は、ベアラクラス、広帯域転送能力、ATMトラヒック記述
子パラメータ、およびQoSクラスの有効な組み合わせを示す。 

 
順方向QoSクラスと逆方向QoSクラスは同一でなければならない。 
 
ユーザは、トラヒックパラメータの有効な組み合わせで、ユーザがサポートできないQoSク

ラスを含む「呼設定」(SETUP)メッセージを受信した場合、ユーザは理由表示#49“サービス
品質利用不可”を含む「解放完了」(REL COMP)メッセージを返信し、呼を拒否しなければな
らない。 

 
タギングフィールドを除くトラヒックパラメータとQoSクラスの組み合わせが、付属資料

A/JT-Q2965.1に規定された有効な組み合わせではない「呼設定」(SETUP)メッセージを受信
した場合、理由表示#73“トラヒックパラメータの組み合わせが未サポート”を含む「解放完
了」(REL COMP)メッセージが返信されなければならない。 
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１０．私設B-ISDNとのインタワークのためのＴＢ参照点における信号手順 
9章で定義付けられている信号手順が適用される。ＴＢ参照点において定義される特別な手順

はない。 
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付属資料A 
ベアラクラス、広帯域転送能力、ATMトラヒック記述子パラメータ、 

およびQoSクラスの有効な組み合わせ 
(JT-Q2965.1に対する) 

 
「呼設定」(SETUP)メッセージにおける広帯域伝達能力情報要素、ATMトラヒック記述子

情報要素、およびQoSパラメータ情報要素に示されるパラメータは、整合がとれていなければ
ならない。 

 
要求されるQoSクラスの値が0（暗黙的に要求されるQoSクラス）のとき、ベアラクラス、

広帯域転送能力、およびATMトラヒック記述子の有効な組み合わせは、TTC標準JT-Q2961.2[4]、
TTC標準JT-Q2961.3[6]、ITU-T勧告Q.2961.4[7]、TTC標準JT-Q2961.6[8]、およびTTC標準
JT-Q2934[9]で規定される。 

 
加えて、JT-I371[5]におけるATM転送能力、付表A-1/JT-Q2965.1のそれぞれは、要求され

るQoSクラスの値が0でないとき、ベアラクラス、広帯域転送能力、およびATMトラヒック記
述子の有効な組み合わせを示している。（すなわち、JT-I356[5]においては、QoSクラスは明
示的に要求される。） 

 
付表A-1/JT-Q2965.1は、JT-I371[5]におけるATM転送能力と、JT-I356[1]における表

9-1/JT-I356[1]により示されるQoSクラスとの推奨される関連付けを規定範囲とする。 
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付表A-1(1/5)/JT-Q2965.1 

(ITU-T Q.2965.1) 
DBR：「呼設定」(SETUP)メッセージにおけるトラヒックと 

QoS関連パラメータの有効な組み合わせ 
 

広帯域伝達能力    
ベアラクラス A, X, FR or VP A, X, FR or VP A, X, FR or VP 
広帯域転送能力(値) 7 7 7 
それぞれの方向のトラヒック記述子    
PCR (CLP = 0)     
PCR (CLP = 0 + 1) S S S 
{SCR, MBS} (CLP = 0)    
{SCR, MBS} (CLP = 0 + 1)    
指定されたQoSクラス 1 2 U (TTC注) 
    
要求されるJT-I371[5]におけるATC DBR DBR DBR 
明示的に要求されるJT-I356[1]にお
けるQoSクラス クラス1 クラス2 Uクラス 
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付表A-1(2/5)/JT-Q2965.1 
(ITU-T Q.2965.1) 

SBR1：「呼設定」(SETUP)メッセージにおけるトラヒックと 
QoS関連パラメータの有効な組み合わせ 

 
広帯域伝達能力    
ベアラクラス C, X, FR or VP C, X, FR or VP C, X, FR or VP 
広帯域転送能力(値) 11 11 11 
それぞれの方向のトラヒック記述子    
PCR (CLP = 0)     
PCR (CLP = 0 + 1) S S S 
{SCR, MBS} (CLP = 0)    
{SCR, MBS} (CLP = 0 + 1) S S S 
指定されたQoSクラス 1 2 U (TTC注) 
    
要求されるJT-I371[5]におけるATC SBR1 SBR1 SBR1 
明示的に要求されるJT-I356[1]にお
けるQoSクラス クラス1 クラス2 Uクラス 
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付表A-1(3/5)/JT-Q2965.1 
(ITU-T Q.2965.1) 

ABT：「呼設定」(SETUP)メッセージにおけるトラヒックと 
QoS関連パラメータの有効な組み合わせ 

 
広帯域伝達能力                      
ベアラクラス A, C, X, 

FR or VP 
A, C, X, 
FR or VP 

A, C, X, 
FR or VP 

A, C, X, 
FR or VP 

A, C, X, 
FR or VP 

A, C, X, 
FR or VP 

広帯域転送能力(値) 16 16 16 17 17 17 
それぞれの方向の 
トラヒック記述子 

      

PCR (CLP = 0)        
PCR (CLP = 0 + 1) S S S S S S 
{SCR, MBS} (CLP = 0)       
{SCR, MBS} (CLP = 0 + 1) 注 注 注 注 注 注 
PCR (RM) S S S S S S 
指定されたQoSクラス 1 2 U(TTC

注) 
1 2 U(TTC

注) 
       
要求されるJT-I371[5]におけ
るATC ABT-DT ABT-DT ABT-DT ABT-IT ABT-IT ABT-IT 

明示的に要求されるJT-I356[1]
に お け る Q o S ク ラ ス クラス 1 クラス 2 U ク ラ

ス クラス 1 クラス 2 Uクラス 

注－オプション。示されないとき、SCR (CLP = 0 + 1) は0と等しく、またMBS (CLP = 0 + 1)は1と
等しい。 
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付表A-1(4/5)/JT-Q2965.1 
(ITU-T Q.2965.1) 

ABR：「呼設定」(SETUP)メッセージにおけるトラヒックと 
QoS関連パラメータの有効な組み合わせ 

 
広帯域伝達能力   
ベアラクラス C, X, FR or VP C, X, or FR or VP 
広帯域転送能力(値) 12 12 
それぞれの方向のトラヒック記述子   
PCR (CLP = 0)    
PCR (CLP = 0 + 1) S S 
{SCR, MBS} (CLP = 0)   
{SCR, MBS} (CLP = 0 + 1)   
ABR MCR 注 注 
指定されたQoSクラス 3 U (TTC注) 
   
要求されるJT-I371[5]におけるATC  ABR ABR 
明示的に要求されるJT-I356[1]における
QoSクラス 

クラス3 U クラス 

注－ユーザから網への方向においては、オプションである。網からユーザへの方向、および
ＴＢ参照点においては必須である。 
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付表A-1(5/5)/JT-Q2965.1 
(ITU-T Q.2965.1) 

SBR2/SBR3：「呼設定」(SETUP)メッセージにおけるトラヒックと 
QoS関連パラメータの有効な組み合わせ 

 
広帯域伝達能力     
ベアラクラス C, X, FR or 

VP 
C, X, FR or 
VP 

C, X, FR or 
VP 

C, X, FR or 
VP 

広帯域転送能力(値) 20 20 21 21 
それぞれの方向のトラヒック
記述子     

PCR (CLP = 0)      
PCR (CLP = 0 + 1) S S S S 
{SCR, MBS} (CLP = 0) S S S S 
{SCR, MBS} (CLP = 0 + 1)     
指定されたQoSクラス 3 U (TTC注) 3 U (TTC注) 
     
要求されるJT-I371[5]におけ
るATC SBR2 SBR2 SBR3 SBR3 

明 示 的 に 要 求 さ れ る
JT-I356[1]におけるQoSクラス クラス 3 U クラス クラス 3 U クラス 

 
(TTC注) ITU-T勧告では、コードポイント値である４が示されている。分かり易さのため、本標

準ではそれに対応するQoSクラスであるUの表記に置き換えている。 
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